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卒業生．、T堰D1：ご』璽許諾　http：／／repo．lib．nitech．ac．jp／名古屋工業大学学術機関リポジトリ霞「旗レ＿一．．」　、�d＿一　一　一　　　一．　　　　．丁　、　　　　一　�u　博士論文登録同意依頼崇　掌翠煙幅讐の利用に当たって隊、善作織誌を顯守してください・　　　　　　　　　　平成20年5月27日現在登録件数　　147件　（内訳）博士論文147件アクセス数　4，063件ダウンロード数　5，031件一覧表示薯謂厩・‘p61】鎧【oし、T履繊種馴：遮2盤雌避阻監」紐劇云皿鯨検鷺対象；1リポジトリ全体　　　　　　、聾5　タイトル』麹．、剛1剥弼制ワザ型」出版社「；輔矧発r〒年、攣9幻緬・＾ND：サ1金文一画ヨ｝一マ．：i塑鷲1　　Ψ諏b亙1　−回亟鵬種別．．一1〜「．＝■』癒晶一覧の表示俳数＝1血当道／ページ躍鵬_　試験公開　　　　　　　運用開始　（071107）　　　　　　　　　　　　（080303）12001：：：1：：　　　　　　　　　　　　　　　　　一アクセス数20F　　　　　一ダウンロ7ド数平成19年度の取り組み1博士論文の収集（1）過去に遡及して登録　図書館所蔵博士論文のうち、許諾の取れた論文の電子ファイル及びメタデータをリポジトリへ登録した。〈方法〉�@図書館で所蔵する博士論文のリストを作成した。�A大学院博士学位取得者の住所等のデータを学務課から受領し、博士論文著者に対して登録同意依頼の文書を郵送した（平成19年11月　14日付文書、平成19年12月14日締切）。同意者は登録同意書に署名捺印の上、郵送で提出した。�B許諾が取れた博士論文をPDF化し、メタデータを付与してリポジトリへ登録した。（2）平成19年度博士学位取得者から収集〈結果〉　（平成19年12月14日締切時）図書館所蔵博士論文872冊リポジトリ登録済12件同意書提出103件依頼郵送439件同意書未提出246件宛先不明90件住所不明421件※同意書の送付期限を「送付期限は平成19年12月14日までとしますが、その後も受け付けます。」としたので、締切後の提出も数件あった。〈方法〉�@博士学位申請者に対し、申請書類提出時に学務課より登録同意依頼文書を配布した。同意者は登録同意書及び電子データを提出した。�A登録同意書の提出があった博士論文に、メタデータを付与してリポジトリへ登録した。〈結果〉　（平成20年3月31日時点）博士学位取得件数　　42件同意書提出数　　14件　　　　→　百意・・2596平成19年度の取り組み◎その他取り組み2その他取り組み、今後の予定名古屋工業大学学術機関リポジトリパンフレットを作成し、全教員・各部署に配布した。下の机に置いてありますので、　　どうぞお持ちください。名古屋工業大学学術機関リポジトリ閥璽‘oy●　犀n●tltut●　of　Toohnolo巳y　Ropo●ltory●■■工風畑■●璽り“ジトリと熔．艦寛員蜘「℃急幽幽貼彪�o藍竃引闇禰麟↓侵磨．・．禽置蝕ンλ勤�h▼．貴方の碍究成県に　　インタ　ネットをのじて曝qざ油糟”　　ロユはぬのぞロつらロび　なりしらもりのロロ’鞠齢賄砿眠購欄・。髄槻鴨，，．〆一一一y一γ一’’紙に’好一，し二�o囲尋して鱒　　　一4輔m圏凹冒細窟　　，・イン，曽参，卜亀マ9口　　　　　　　　　　　　　　r　　・制蘭竃剛閥■鴨●hすlP鞭即hbmεκh川P　　・　　，．ラ�d〆●翼■軍璽次�o’劇’卜，トァツ擁駈，甲櫨M億，周　8己霞Ψ■ラ窟　鱈■讐欄Pなぜ名古屋工桑大学学術椴闘リポジトリを作るの？メりットは？？融【　　　　脇観翼雇観が世鐸に僻謄て　　　零内の孝鱒惰糎聖季一タペース兜唇され掌す．　　　　　　　　として触明することによ」」　培自社Ω　岡　観兜霞裏の　　　　　　に封ずる目配貴任垂最たし塞ず　司襖憧の陶上　　　　脳礒翼虐寮びり堪ジトリサーパに激鏡的に像移　　腿撃層の属劉＝より縄縦融害れ哀す，　　　　　　　　　で魯。い人Ψも・孚爾帽鰯響縣る　　　　二とカ「で8塞す．　　　　噌　噺た摩掌鰻憎縣翼逼ルート　　　　　　　の麗皇1豊録方壕零亥苧一タと目録申鯖書／壁臓欄鳳讐尋粥属■書鱈零粥惰耀臓帽轍轟薗鳳塞τお退りください．口●鱈でメタ¶「一タに次糟鳳｝をけ辱」て畳鍛怖粛を丹い家す．●　薦■■むど●に腫俘躍輪ヴいる噛禽．，玉璽’「薗奪¶盤，口団…サる　■員←嚇7め鷺8【融鱒して《，「8い．■　嵐冨は亡。層鵜の翻閥財．■■鷹で骨い鳳▼，6●薦。サ喚煽魔噸刷蜘閥ひら竃f糊二璽蟹しょ与と噸る’■艘”嘱レトリ’爾●の髄，ぴ冒興，で議Ω乾しで淘】　陶峯緯内で響．●o脳上。糎鱒が■膚り甲レトリξ”●してい2Ψ¶o皐帽り彫ジト唱’o僧■，再リィト滑恥燭費卿■7瞬罵P�qP・，騨串螺閣翼司」噛匙蟹繍”翔さ乳‘薗置工■欄■口L，卓ゾト1」の毘璽OL騎ぽむのロあぽユをご　　ください　　｝�o「・　　一一一＿　　　　一一　司．剛．昏◎今後の予定〈博士論文〉今後作成される博士論文に関しては、「博士論文登録同意確認書」を作成し、博士論文提出時に確実に提出してもらえるような工夫を検討中である。〈その他学術資料〉今年度は紀要論文の継続収集の道筋を作り、その一方で、図書館所蔵紀要論文のうち、許諾の取れた論文を過去に遡って登録したい。平成19年度の取り組みで住所不明・宛先不明だった博士学位取得者の博士論文については、今後も連絡先が判明次第、依頼文書を送る。また、ホームページで登録同意を呼びかけている。また、準備ができ次第、学術雑誌掲載論文、科研磨報告書の登録も開始する。

